
令 和 ２ 年 度

第１９回 群馬県バレーボール協会長杯中学バレーボール大会要項

１ 目 的 群馬県バレーボール協会長杯中学生バレーボール大会は，将来を担う中学生のバレ

ーボール技術の向上と，スポーツ精神の高揚を図り，健全な心身を育成する。また，

スポーツの交流を通じて参加チーム間の親睦を図り，生涯スポーツの基礎つくりに

寄与する。

２ 主 催 群馬県バレーボール協会

３ 後 援 群馬県教育委員会，上毛新聞社

４ 主 管 群馬県バレーボール協会中学部

５ 協 賛 モルテン ミカサ

６ 期日・会場 地区予選 令和３年１月 ９日（土）～２月７日（日）（県内各会場）

決勝トーナメント 令和３年３月１４日（日） ALSOKぐんまアリーナ

７ 参加資格 （１）日本バレーボール協会に登録した選手で編成されたチームであること。

（２）中学１、２年生を対象とする。

８ チーム編成 監督１名、コーチ１名，マネージャー１名，選手１５名以内とする。（監督、コーチ

は、統一された服装でベンチに入ること。）学校長が認めた部活動指導員については、

監督をすることも可能だが、運営についての発言は認めない。もし意見等がある場

合には、顧問または、学校長を通すこととする。外部コーチのベンチ入りは認める。

ただし、県中体連バレーボール部に登録してあるものとする。合同チームについて

は同一地区内で編成すること。また、チームのメンバーは初めに登録した時点のも

のとし、以降のメンバーの入れ替えは認められない。 ※Ｂチームの参加カット

９ 競技規則 ２０２０年度（財）日本バレーボール協会６人制競技規則及び競技要項による。

ただし、（１）ネットの高さは男子２．３０ｍ，女子２．１５ｍとする。

（２）試合はすべて３セットマッチとする（地区予選は除く）。

（３）リベロプレーヤーの登録は２名とする。

１０ 競技方法 地区予選 県内を４地区に分け，それぞれの地区で責任を持って行う。

地区代表数 男子 各地区１

女子 各地区１

※上記男女各４チームが決勝トーナメントに出場できる。

決勝トーナメント

各地区予選を勝ち抜いた男女各４チームと群馬県中学校新人バレーボール大会

Best４の男女それぞれ８チームでトーナメント戦を行う。組合わせはフリー抽

選とし，シード校の所属地区と各地区代表は配慮しない。

１１ 使用球 男子：モルテン人工皮革カラーボール４号球（Ｖ４Ｍ５０００）とする。

女子：ミカサ人工皮革カラーボール４号球（ＭＶＡ４００）とする。



１２ 申し込み方法 ○地区予選から出場するチーム

所定の用紙に必要事項を記入し，協会登録の写しを添えて，各地区大会事務

局に申し込む。県大会に出場が決まったら、県大会プログラム用の名簿は中

体連バレー部のＨＰからダウンロードし必要事項記入の上、データで以下の

大会事務局に送ること。

○県新人大会Best４のチーム（予選なし）

下記の大会事務局に、上記と同様の方法で申し込むこと。

大会事務局 〒３７９－２２３１

伊勢崎市東町２７０２－２

群馬県バレーボール協会

総務部 石原 進吾（伊勢崎市立あずま中学校） 宛

℡ ０２７０－６２－００５４ FAX ０２７０－６２－０９２１

メールアドレス

選手名簿用 Excelファイル送付先（郡市委員長がまとめて送付）

群馬県バレーボール協会

競技部 平井 克典（前橋市立第一中学校） 宛

メールアドレス hhwt.9-84@mail.menet.jp

１３ 申し込み期日 地区予選・・・・・・・各地区で決められた申し込み期日とする。

決勝トーナメント・・・○大会プログラム用選手名簿（データ）

令和３年２月１２日（金）必着厳守

○参加申込書（職印つき）

郡市委員長に事前に提出して中体連運営委員会に持参し

てもらう。

１４ 組み合わせ 地区予選は各地区で組み合わせを行う。決勝トーナメントは責任抽選とし、２月の

中体連運営委員会終了後１７：００から行う。

１５ 参 加 料 ①予選から出場するチーム

・参加費（\1,500）※地区で集金

②予選～決勝トーナメントに出場するチーム

・プログラム代（\3,000）

③決勝トーナメントから出場するチーム

・参加費（\1,500）＋プログラム代（\3,000）

※県新人大会Best４チーム

１６ その他 （１）決勝トーナメント男女第３位まで表彰する。

（２）背番号は１～１５が望ましい。主将は規程のマークを所定の場所につける。

監督、コーチ、外部指導者（コーチ）は規定のマークを胸につけること。

（３）試合会場では，会場責任者の指示に従い，バレーボール関係者としてのマナ

ーを守ること。ゴミ等の持ち帰りに協力し，会場をきれいにすること。

（４）審判については地区予選はチーム帯同を原則とする。

決勝トーナメントは大会審判委員会において割り当てを行う。

（５）問い合わせ先は大会事務局とする。


